
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 鹿 児 島 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 喜入町立喜入小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３

２１
児童数 ５８ ５９ ４８ ５０ ６５ ３９ ３ ３２２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎学力の定着を図り，自ら学び，自ら考える子どもの育成
～ 国語科・算数科における学習指導の充実を目指して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１・２年生・国語
読み・書きなど基礎学力を定着させたい教科・学年であるため 指導を中心に, TT

・３年生・５年生・国語
学校として，当該教科・実施学年に関する研究実績があるため，少人数指導で

・１・２年生・算数
計算力・数学的な考え方などの基礎学力を定着させたい教科・学年であるた

め， 指導を中心にTT
・３年生・４年生・５年生・６年生・算数

今までの児童の習熟の状況に差があり，また，理解の状況に差が出やすい教
科・学年であるため，３年生は 指導中心に，４年生以上は少人数指導でTT

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
基礎学力の定着を図り，自ら学び，自ら考える子どもの育成の在り方

平 ～国語科・算数科における学習指導の充実を目指して～
○ 研究の方法・・・実践授業を中心に仮説検証し，研究を進めた。成

〈研究仮説１〉14
年 基礎的基本的事項を明確にして，系統的・反復的な学習を展開すれ
度 ば，子どもたちは基礎学力を身につけ，意欲をもって学習するように

なるのではないか。
〈研究仮説２〉

児童の実態にあった学習過程を確立し 「わかる授業･できる授業･，
楽しい授業」を充実させれば，子どもたちは主体的に学習に取り組む
ようになるのではないか。

〈研究仮説３〉
子どもたちの学習状況やよさを的確に評価し，向上心を刺激するよ

うな支援を行うならば，子どもたちは、自ら学び，自ら考える学習を
発展させるようになるのではないか。

○ 研究の内容
（研究内容１）
１ 単元における基礎学力の解明
２ 基礎学力定着度の組織的・客観的な分析
３ 授業外での基礎学力定着のための取組と改善

（研究内容２）
１ 学習指導法の改善
２ 個に応じた指導法の弾力化の工夫
３ 教材・教具の工夫



（研究内容３）
１ 評価の工夫
２ 評価の生かし方

○ 基礎学力定着校２年次のまとめ
○ 研究公開

平 ○ テーマ
成 基礎学力の定着を図り，自ら学び，自ら考える子どもの育成

～国語科・算数科における学習指導の充実を目指して～15
年
○ 研究構想の検討・修正度
( ) 仮説検証から視点研究へ1

平成１３年度及び１４年度の研究実践において，立てた３つの仮説に
ついては，ほぼ実証されたと考え，本年度からは３つの仮説内容に沿っ
た視点を定め，視点研究を実践していくこととした｡特に研究授業におい
ては，３つの視点から授業における視点を細かく設定し，研究主題に迫
るよう研究を進めていこうと考えた。
また，本校は学習指導カウンセラー派遣校の指定を受け，大学教授の

専門的な指導・助言をいただき，授業を構成する様々な点についても視
点を明確にして研究を進めていくこととした。

視点１ 基礎学力の定着を図る学習活動の工夫仮説１⇒
( ) 習熟を図る場の工夫1
( ) 問題解決的な学習過程や教材に応じた学習過程の工夫2

視点２ 個に応じた指導法の工夫と仮説２⇒
「分かる・できる・楽しい」授業の創造
( ) 個に応じた指導スタイル1
( ) 個に応じた指導形態の工夫・改善2
( ) 「分かる・できる・楽しい」授業の創造3

視点３ 評価の工夫仮説３⇒
( ) 指導と評価の一体化1
( ) 自己評価と相互評価の在り方2
( ) 評価への取り組み方3

○ 実践授業による研究
○ フロンティアスクール２年次のまとめ
○ 学校間兼務発令による共同研究
・ ６月３０日（算数科共同研究）兼務発令により中名小学校・一倉
小学校・喜入中学校の教諭が喜入小学校でＴＴ指導・少人数指導の
形態で授業
・ 月（国語科共同研究）喜入小で研究授業する指導案・教材を町11
内小学校に配布

○ 町フロンティア事業研究公開（２月３日）
，喜入小教諭が生見小学校・前之浜小学校・瀬々串小学校に出向き

共同研究したものをそれぞれの学校で授業公開し，町全体で学力向
上のための研究を深める

○ 学習指導カウンセラー派遣事業

平 ○ テーマ
成 基礎学力の定着を図り，自ら学び，自ら考える子どもの育成

～国語科・算数科における学習指導の充実を目指して～16
年 ○ 研究内容・方法
度 １５年度の研究内容を受けて，国語科・算数科の本質に迫る視点研究

を実践授業を通して進める。
・ 学ぶ喜びを味わう授業の在り方（ 楽しい」学習を追求）「
・ 習熟や理解の程度に応じた学習の成果のまとめ（客観的なデータで）



・ 基礎学力の定着を図る時間のまとめ（客観的なデータで）
・ 評価に関する研究のまとめ（客観的なデータで）
・ 保護者･地域との連携の在り方
○ 研究構想の検討・修正
○ 研究の実践（成果と課題の明確化）
○ 研究公開
○ 研究（学習指導カウンセラー派遣事業も含む）のまとめ

( ) 研究推進体制3

研 【 改善点 】理論研究班
昨年度は，研究教科が，

究 国語と算数ということで，
国語主任・算数主任を中心

校 教 推 に全体を国語部・算数部に授業分析班
分けたが，理論研究が思っ

，長 頭 進 たように進まなかったので
初年度と同じ研究体制で進

委 めることとした。
また，今年度は，客観的

員 なデータを収集し， 学力向資料分析班
上のための具体的対策につ

会 なげるために，アンケート
項目やアンケートの実施・

学力向上推進協議会 集計・分析など資料分析班
中心に進めてもらうことに
した。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

１ 個に応じた指導形態の工夫や指導法の改善はより効果的であった。
① 国語科のＣＲＴ学力検査結果（平成１５年２月実施）とアンケート結果から

※ 本校の通過率の平均と全国通過率の平均と比べたものである。
（１年生） （２年生） （３年生）

通過率 通過率 通過率
喜入小 ８０．８％ 喜入小 ７３．８％ 喜入小 ８１．３％
全 国 ７６．６％ 全 国 ７３．０％ 全 国 ７１．５％

（４年生） （５年生） （６年生）
通過率 通過率 通過率

喜入小 ８０．０％ 喜入小 ７７．４％ 喜入小 ７９．８％
全 国 ７４．８％ 全 国 ７４．０％ 全 国 ７７．９％

◎ 昨年度に比べ，
「分かる」の子ど
もが増えている。

② 算数科のＣＲＴ学力検査結果（平成１５年２月実施）とアンケート結果から
※ 本校の通過率の平均と全国通過率の平均とを比べたものである。
（１年生） （２年生） （３年生）

通過率 通過率 通過率
喜入小 ９１．１％ 喜入小 ８５．３％ 喜入小 ８６．１％
全 国 ８５．９％ 全 国 ８１．７％ 全 国 ７８．０％



（４年生） （５年生） （６年生）
通過率 通過率 通過率

喜入小 ８３．７％ 喜入小 ７８．５％ 喜入小 ７８．５％
全 国 ７５．２％ 全 国 ７０．５％ 全 国 ７２．８％

◎ 算数科も昨年度に比べ 「分かる」が増えている。，

２ 評価規準を児童の実態に応じて子どもの状況で具体的に設定し，観点別に評価
することで，信頼性の高い評価となり，指導に生かすことができた。

２．今後の課題

( ) 補充・発展的指導を取り入れた個に応じた指導の充実1
( ) 教科の特質を踏まえた指導法の改善2

国語科・・・読み取る力・まとめる力・聞き取る力をつける系統的な指導
算数科・・・基礎学力の定着と数学的な考え方を育てる指導

( ) 指導に生かす評価の在り方3
( ) 地域・保護者・校種間の連携と学校評価を生かした基礎学力定着の在り方4

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ ＣＲＴ学力検査の実施と結果分析 （２月実施し，３月分析）
〈 〉 ， ， 。目的 学力の定着度 学習した教科の理解度を把握し 個に応じた指導に生かす
２ 学習に関するアンケート調査（家庭学習も含む （年２回実施））
〈 〉 ， 。目的 指導形態の工夫による児童の意識調査を実施し 指導形態の改善を図る

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 学校間兼務発令による共同研究
① ６月３０日（算数科共同研究）喜入小学校で町内３校の教諭と喜入小
の教諭がＴＴ指導・少人数指導など指導形態を工夫した指導を実践。

② 月（国語科共同研究）研究授業の指導案・教材を町内小学校に配布11
③ 中間発表会（２月３日）の公開授業の指導案検討を共同で実施したり，Ｔ
Ｔで指導に関わったりして，共同研究を深める。

○ 喜入町フロンティア事業中間発表会

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無

算数 の勉強 は，分か りますか 。
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